
　

一
般
会
計
補
正
予
算
を
含
め
、

議
案
４
件
、
同
意
１
件
、
請
願

２
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

な
お「
安
全
保
障
関
連
法
案
」

の
廃
案
を
求
め
る
請
願
２
件
に

つ
い
て
は
、
審
査
の
結
果
不
採

択
と
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
と
な
る
が
、
ま
ち
の

管
理
体
制
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す

る
情
報
を
扱
う
パ
ソ
コ

ン
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
で

は
な
い
。
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
は

登
録
し
て
管
理
し
て
い
る
。
パ

ス
ワ
ー
ド
が
な
い
と
使
用
で
き

な
い
の
で
、
シ
ス
テ
ム
上
は
問

題
な
い
。役

場
職
員
数
の
定
数
を

１
１
２
人
を
１
３
３
人

に
す
る
根
拠
は
。
ま
た
学
校
以

外
の
職
員
11
人
の
減
は
。

平
成
28
年
度
か
ら
す
ぐ

に
増
や
す
の
で
は
な
く
、

明
治
小
校
舎
増
築
へ

南
下
城
山
防
災
公
園
の
用
地
買
収
は
59
㌫
完
了

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
３

日
間
に
わ
た
り
項
目
ご
と
に
審

査
し
ま
し
た
。
歳
入
で
は
、
町

税
の
不
納
欠
損
、
滞
納
、
地
方

交
付
税
、
寄
付
金
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
歳
出

で
は
、
補
助
金
審
査
、
外
国
語

指
導
助
手
、
一
般
ご
み
収
集
、

南
下
城
山
防
災
公
園
な
ど
に
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で

認
定
し
ま
し
た
。

不
納
欠
損
額
、
滞
納
額

と
も
前
年
比
で
減
少
し

た
が
。

職
員
２
人
、
臨
時
職
員

１
人
で
差
し
押
さ
え
な

ど
、
徴
収
を
強
化
し
た
た
め
。

保
育
園
の
定
員
と
現
在

の
人
数
は
。

５
園
で
定
員
５
９
０

人
。
４
月
１
日
現
在
で

６
6
５
人
い
る
。

中
央
学
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
状
況
は
。

定
員
60
人
の
と
こ
ろ
、

６
月
現
在
で
55
人
が
利

人
口
・
業
務
増
で
１
年
に
１
人

程
度
増
や
す
予
定
。
11
人
減
は

給
食
セ
ン
タ
ー
業
務
を
委
託
す

る
た
め
。明

治
小
学
校
校
舎
増
築

設
計
の
概
要
は
。

児
童
数
の
増
に
伴
う
も

の
で
、
校
舎
南
側
に
１

階
２
室
・
２
階
２
室
約
７
７
０

平
方
㍍
。保

育
所
運
営
委
託
料
の

１
億
２
８
４
２
万
円
の

増
額
は
。入

園
児
約
30
人
の
増
で

４
７
０
０
万
円
、
制
度

改
正
に
よ
る
平
均
単
価
９
２
０

０
円
増
で
８
１
０
０
万
円
の
増

な
ど
。

駒
寄
小
学
校
ト
イ
レ
改

修
事
業
の
教
育
費
国
庫

補
助
１
５
３
８
万
円
の
減
は
。

学
校
耐
震
補
強
工
事
が

優
先
さ
れ
る
の
で
、
先

送
り
に
な
り
減
額
と
な
っ
た
。

順
次
強
く
要
望
し
て
い
く
。

用
し
て
い
る
。

町
有
施
設
の
除
草
を
各

課
で
分
散
発
注
し
て
い

る
が
。

効
率
化
の
た
め
に
一
元

発
注
も
考
え
て
い
き
た

い
。

外
国
語
指
導
助
手
の
配

置
状
況
は
。

外
国
人
１
人
、
日
本
人

２
人
で
担
当
し
て
い
る
。

南
下
城
山
防
災
公
園
の

用
地
買
収
の
進

し
ん
ち
ょ
く捗
率
は
。

２
万
７
８
９
平
方
㍍

で
、
59
㌫
完
了
し
た
。

　

当
委
員
会
は
次
の
要
望
事
項
を
ま
と
め
、ま
ち
に
提
出
し
ま
し
た
。

委員会審査

平
成
26
年
度
の
一
般
ゴ

ミ
収
集
業
者
は
。

○
健
康
促
進
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
医
療
費
削
減
を
強
化
さ
れ
た
い
。

○
道
路
、
側
溝
の
改
良
、
舗
装
の
整
備
な
ど
迅
速
な
推
進
を
。

○
積
極
的
な
企
業
誘
致
で
、
町
税
の
確
保
を
。

○
円
滑
な
行
政
運
営
の
た
め
、
町
税
の
収
納
率
ア
ッ
プ
の
推
進
を
。

○
成
果
説
明
と
参
考
資
料
は
一
つ
に
し
、
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を
望
む
。

答

答答 答

答答 問

問

問

問 問

問問

組
合
と
随
意
契
約
を
結

ん
だ
。

答

答

答 答答

答 問

問 問問

問

完成間近の第四保育園

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

一
般
会
計
補
正
予
算
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公
共
下
水
道
使
用
料
滞
納

件
数
１
６
２
件

「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の

「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
の

廃
案
を
求
め
る
請
願
２
件

廃
案
を
求
め
る
請
願
２
件

　

審
査
に
あ
た
り
次
の
よ
う
な

意
見
が
出
ま
し
た
。

　

当
法
案
は
、
多
く
の
憲
法
学

者
か
ら
憲
法
違
反
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
、
世
論
も
反
対
で
あ
る

と
の
意
見
が
多
い
。
集
団
的
自

衛
権
を
行
使
す
る
の
は
、
危
険

す
ぎ
る
の
で
賛
成
だ
。

　

近
隣
諸
国
の
状
況
を
見
る
と
、

集
団
的
自
衛
権
は
他
国
へ
の
抑

止
と
な
る
。
戦
争
は
断
固
と
し

て
反
対
だ
が
、
独
立
国
家
な
ら

持
つ
べ
き
で
あ
り
、
反
対
だ
。

　

国
家
に
と
り
自
衛
は
基
本
的

権
利
で
あ
り
、
同
時
に
義
務
で

あ
る
。
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

は
決
し
て
「
他
衛
」
で
は
な
く

「
自
衛
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
反

対
だ
。

　

学
校
給
食
事
業
、
国
民
健
康

保
険
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
各
特

別
会
計
決
算
お
よ
び
補
正
予
算
、

さ
ら
に
３
人
の
人
権
擁
護
委
員

の
推
薦
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し

た
。

納
付
さ
れ
た
給
食
費
の

使
わ
れ
方
は
。

す
べ
て
食
材
に
使
わ
れ

る
。
食
材
以
外
の
人
件

費
や
設
備
に
か
か
る
費
用
は
一

般
会
計
か
ら
支
出
し
て
い
る
。

給
食
費
の
補
助
は
。

平
成
26
年
度
は
ミ
ル
ク

補
助
と
し
て
月
５
０
０

円
、
今
年
度
は
さ
ら
に
４
５
０

円
加
え
た
、
９
５
０
円
の
補
助

を
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
数
は
。

加
入
者
数
は
年
間
平
均

５
１
０
０
人
で
、
年
度

委員会審査

答答答 問問問

平
成
27
年
度
給
食
費
補
助
月
額
９
５
０
円

末
の
ま
ち
の
人
口
に
対
す
る
加

入
率
は
、25
㌫
を
切
っ
て
い
る
。

県
内
で
は
一
番
少
な
い
。

平
成
30
年
度
か
ら
県
に

運
営
が
移
る
と
ど
う
な

る
の
か
。新

し
い
制
度
で
は
、
県

が
運
営
し
、
ま
ち
は
窓

口
と
な
る
。
ま
ず
、
県
が
市
町

村
ご
と
に
医
療
費
水
準
な
ど
を

考
え
て
分ぶ

ん
ぷ
き
ん

賦
金
を
決
め
る
。
ま

ち
は
、
そ
の
分
賦
金
を
納
め
る

た
め
保
険
料
を
定
め
て
、
町
民

（
加
入
者
）
か
ら
徴
収
す
る
し

く
み
に
な
る
。

特
定
健
診
の
状
況
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
健

診
に
加
え
、
個
別
医
療

機
関
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
受
診
率
が
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。

要
支
援
者
、
介
護
予
防

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
人
は
、
平
成
28
年
１
月
か

ら
総
合
事
業
へ
と
移
行
に
な
る

と
の
こ
と
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
は
変
わ
る
の
か
。

今
の
と
こ
ろ
変
わ
ら
な

い
が
、
平
成
30
年
度
か

ら
は
支
援
の
必
要
な
人
を
、
地

域
で
見
守
る
体
制
に
移
行
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。そ
の
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
人
の

力
を
お
借
り
し
た
い
。

地
域
ご
と
に
、
町
民
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

説
明
会
を
開
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

研
究
し
な
が
ら
、
発
信

し
て
い
き
た
い
。

ま
ち
に
も
リ
ー
ド
し
て

も
ら
い
た
い
が
。

ど
ん
な
事
が
ま
ち
と
し

て
で
き
る
か
、
考
え
て

や
っ
て
い
き
た
い
。

　

議
案
７
件
に
つ
い
て
慎
重
に

審
査
し
ま
し
た
。

南
下
城
山
防
災
公
園
で
、

ま
ち
が
土
地
開
発
公
社

か
ら
の
財
産
の
取
得
を
終
え
る

の
は
い
つ
か
。

平
成
27
年
度
、
28
年
度

で
全
て
買
い
入
れ
る
予

定
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
使
用
料
の

滞
納
戸
数
は
何
件
か
。

現
年
度
分
で
73
戸
、
滞

納
繰
越
分
で
89
戸
で
あ

る
。

公
共
下
水
道
料
金
の
コ

ン
ビ
ニ
納
入
件
数
は
。

平
成
26
年
度
、
３
４
６

６
件
で
あ
る
。

農
業
集
落
排
水
事
業
の

補
正
で
運
転
管
理
委
託

料
が
増
額
さ
れ
て
い
る
が
。

汚
水
処
理
費
の
増
加
と

汚
泥
運
搬
費
を
計
上
し

て
あ
る
。小

倉
地
区
の
接
続
率
が

42
㌫
と
低
い
が
そ
の
理

由
は
。

す
で
に
設
置
し
て
あ
る

合
併
浄
化
槽
の
利
用
率

が
高
い
た
め
。

農
集
排
処
理
施
設
の
放

射
能
測
定
の
状
況
は
。

毎
月
１
回
の
予
定
で
、

昨
年
度
は
11
回
行
っ
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業
の

決
算
で
東
電
か
ら
の
賠

償
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
。

放
射
能
の
検
査
代
が
、

35
万
１
２
２
５
円
で
あ

る
。

問

問

問問

問

問問

問

答

答

答

答答 答

答

答

答

問問

問

問 答答

答

学
校
給
食
事
業

国
民
健
康
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業

防
災
公
園
用
地
取
得

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業
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